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こうとう区報は発行日から3日かけて
郵便ポストへお届けしています

ご家庭・事業所等で配布が必要ない場合や、配布部数の変更
を希望される場合は、全戸配布コールセンター（平日および
配布日の9：00〜19：00）☎3950-3070へ
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▲ぜひお越しください

▲地下�階、地上12階建て。屋上などに緑化を施した「豊洲シビックセンター」

▲美しい桜を眺めながら区内巡りをお楽しみください

▲ホールには開閉パネルがあり、夜景をバックに演奏可能

昨年も同選考会で優勝し、2連覇を遂げた

村山くん。今年度は｢基礎体力が高まるよう

な指導を受けた｣ことが功を奏し、記録は各

都道府県で行われた選考会の出場選手記録の

中で、なんと1位！｢陸上の専門誌などでも取

り上げられ｣、続く全国大会では｢知らない人

からも声をかけられる｣など、嬉しい反面、大

きなプレッシャーの中での出場になりました。

小学校時代の競技生活を｢競技を通じて友達

がたくさん出来たことがよかった｣と振り返

る村山くん。今春、中学校に進学したら｢(小

学校では禁止だった)背面跳びにチャレンジ

したい｣と、早くも意欲を見せています。そ

して、｢プレッシャーをバネにできる精神力

を鍛えて成長｣し、｢将来のオリンピック選手

になる｣ことを夢見て練習に励んでいます。

ご両親が｢おとなしくて運動はしていなか

った｣という葵さん。小学3年生の時、お父さ

んの何気ない勧めで江東区民陸上競技大会の

50m走に出場したところ、大会新記録で優勝。

本人も家族も驚きの結果でした。それから少

しづつ陸上競技に取り組み始めると、翌年に

は都大会で優勝。以降も毎年都大会で上位に

入賞し、今年度は、加入したクラブチームで

出場したリレー(100m×4人)で全国大会にも

出場するなど、ご両親も｢想像していなかっ

た｣素質が開花しました。現在は、都の強化

合宿にも参加している葵さん。この春、中学

校に進学したら｢勉強と陸上を両立してやっ

ていきたい。｣そして、｢中学校ではジュニア

オリンピックに出場し、高校ではインターハ

イに出場したい。｣と、将来を見据えています。

▲跳躍する村山くん ▲練習を終え、微笑む小林
さん

全国小学生陸上競技交流大会

都選考会 走高跳 1 位 全国出場

村山 太郎くん(東雲在住・小6)

全国小学生陸上競技交流大会

都選考会 100m 2 位

小林 葵さん(亀高小6年)


